
2,000円の決済￥

＼川崎市プレミアムデジタル商品券(PayPay商品券)の注意事項を確認しましたか？／

ご購入お申し込み事前チェックリスト

令和8年度
川崎市プレミアムデジタル商品券

■「A：全店舗共通券」と「B：中小店舗専用券」の両方が利用できる加盟店の決済例
パターン例１・２は、Cさんが、本人分と家族であるDさんの分を購入したケースです。
パターン例3はCさんが、本人分と家族であるDさん・Eさん・Fさんの分を購入したケースです。

ポイント付与について
チェック欄 チェック欄●❶

1回のお支払いで使える
商品券の枚数・金額には
上限があります

●❷

優先順位１

■商品券が利用される優先順位
（優先順位1→2→3の順に使う商品券が決まり
ます）

中小店舗専用券から
優先して使用

優先順位2 商品券残高が多い順

優先順位3

※川崎市プレミアムデジタル商品券で2次募集を行う
場合が該当します。2次募集の実施は未定です。

商品券発行日が
古い順 ※

パターン例 3

パターン例 １
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中小店舗専用券（優先順位1）の内
残高の多い（優先順位2）
Dさんの券から適用

パターン例 2
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Cさんの中小店舗専用券（優先順位1）
Dさんの全店舗共通券（優先順位2）
から適用

2,000円の決済￥
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20,000円の決済￥

残金はPayPay残高
またはPayPayクレジットで
4,000円お支払い

or

BA
＜

【ポイント付与対象外の一例】
PayPayステップ、
地方自治体キャンペーン、
超PayPay祭のポイント付与

PayPay商品券での支払いは、地方自治体
キャンペーン（「かながわトクトクキャンペーン」
等）のポイ ント付与の対象外となります。

1度の決済で併用できる商品券は
6枚までとなります。
商品券1枚とは…本商品券は「全店舗共通券」「中小店舗
専用券」の2枚で1セットとなっており、「全店舗共通券」と
「中小店舗専用券」をそれぞれ１枚と定義しています。
〈例〉家族含め3名分の商品券をそれぞれ20口分(最大)購入の場合　
1回のお支払いで最大6枚まで利用できるため、
最大156,000円分（1人52,000円 × 3名分）まで利用可能です。
［内訳：(全店舗共通券32,000円＋中小店舗専用券20,000円)×3名分］

商品券は共通A券・専用B券の２券種

全店舗共通券
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＜
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＜

発行日
2026/7

発行日
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中小店舗専用券

Cさん・Dさん・Eさん・Fさんの中小店舗専用券（優先順位1）と
残高の多い（優先順位2）EさんとFさんの全店舗共通券から
1度の決済で併用できる最大6枚まで合計16,000円適用
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※「商品券（最大６枚）＋PayPay
クレジット」の併用支払いの場
合は与信残高を事前にご確認
のうえ、ご利用ください。

ご購入お申し込み事前チェックリスト
PayPay商品券の適用
（優先順位設定）
について

チェック欄 チェック欄●❸ PayPay商品券を
使い切る際の注意点●❹

PayPay商品券を最優先の支払い方法に設定
していると、対象店舗でのお支払いで商品券が
自動で適用されます。
自動で適用されるため、支払い画面で「PayPay
商品券」を選択する必要はありません。
※「商品券を最優先の支払い方法にする」チェックを外
した場合には、商品券での支払いが優先されなくなりま
すので、ご注意ください。

PayPay商品券と他の支払い方法との
併用払いについて
PayPay商品券の残高が不足する場合
（最大6枚併用でも不足する場合を含む）、
「PayPay残高」または「PayPayクレジット」の
いずれか一方を併用してお支払いできます。

「支払い方法の優先順位」の設定方法
1. PayPayアプリ右下の[アカウント]をタップ
2. [支払い方法の管理] をタップ
3. [支払い方法の優先順位] をタップ
4. [商品券を最優先の支払い方法にする] で設定を
切り替える

※初期設定は「有効」になっています。

+

※注意
それでもお支払い額が足り
ない場合は、決済エラーと
なり、以下の方法で全額が
支払われます。
「支払い方法の優先順位」で
その次に設定した支払い方法
（PayPay残高、またはPayPay
クレジット）

！

例）商品券を最優先の支払い方法に設定し、
「1.PayPay残高→2.PayPayクレジットの順」に
優先度を設定している場合
■支払い方法の優先順位
①商品券で全額お支払い

■商品券残高が足りない場合は、
②「商品券（最大6枚）+PayPay残高」の
併用支払いとなります。

■「商品券(最大)6枚＋PayPay残高」の併用支払い
でも残高が足りない場合は、
③「決済エラー」となります。
その場合、自動的に次の決済方法である「PayPay
クレジット」で全額が決済されます。（この場合、商品
券残高は利用されません。※ご注意ください）


